
学校
が っこう

生活
せいかつ

のやくそく 

           名古屋
な ご や

市立
しりつ

山 吹
やまぶき

小 学 校
しょうがっこう

 

〇 持ち物
も   もの

【学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

なものを持
も

ってきましょう】 

・ 持ち物
も   もの

には名前
な ま え

を書
か

きます。 

【理由
り ゆ う

】消
け

しゴムや鉛筆
えんぴつ

などが落
お

ちていて誰
だれ

のものなのかわからないことがよくあるからです。 

 

〇 登校
とうこう

【みんなで安全
あんぜん

に学校
がっこう

に来
こ

られるようにしましょう】 

・ ８時
じ

05分
ぷん

～８時
じ

15分
ぷん

に分団
ぶんだん

登校
とうこう

（班
はん

別
べつ

）をしましょう。【理由
り ゆ う

】事件や事故にあわないためです。 

・ 交通
こうつう

のきまりを守り、通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って登校
とうこう

しましょう。【理由
り ゆ う

】みんなの安全
あんぜん

を守
まも

るためです。 

・ 忘れ物
わす  もの

は、家
いえ

に取り
と  

に帰
かえ

りません。【理由
り ゆ う

】一人
ひ と り

で行動
こうどう

することになって、危
あぶ

ないからです。 

 

〇 校内
こうない

生活
せいかつ

【元気
げ ん き

に安心
あんしん

・安全
あんぜん

に過
す

ごしましょう】 

・ 名札
な ふ だ

は、登校
とうこう

したら胸
むね

につけ、下校
げ こ う

時
じ

にはずしましょう。（教室
きょうしつ

で保管
ほ か ん

します） 

【理由
り ゆ う

】先生
せんせい

や他
ほか

の学年
がくねん

の子
こ

たちが誰
だれ

かわかるようにするためです。 

・ ろうかや階段
かいだん

は右側
みぎがわ

を静か
しず  

に歩きましょう。【理由
り ゆ う

】けがを防
ふせ

ぎ、安全
あんぜん

に過
す

ごすためです。 

 

［休
やす

み時間
じ か ん

の過
す

ごし方
かた

］【みんなが安全
あんぜん

に楽
たの

しく過
す

ごしましょう】 

・ 次
つぎ

の時間
じ か ん

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしてから遊
あそ

びましょう。 

・ 低学年
ていがくねん

は決
き

められた場所
ば し ょ

で。高学年
こうがくねん

は周
まわ

りの状 況
じょうきょう

を考
かんが

えて遊
あそ

びましょう。 

[土間
ど ま

、ろうか、階段
かいだん

、校舎
こうしゃ

の裏
うら

、プールの北側
きたがわ

、コンクリートの場所
ば し ょ

では遊
あそ

びません] 

 

校
こう

   舎
しゃ

 

  

 

                                 ボール遊
あそ

び 

  

 

  

・ 使った
つか    

遊び
あそ  

道具
ど う ぐ

（一輪車
いちりんしゃ

や竹馬
たけうま

、輪
わ

、ボールなど）は、元
もと

の場所
ば し ょ

に戻
もど

しましょう。 

・ 始業
しぎょう

のチャイムで、速やか
すみ    

に教室
きょうしつ

に戻り
もど  

ましょう。 

・ 赤色
あかいろ

の旗
はた

が出て
で  

いるときや運動場
うんどうじょう

の状態
じょうたい

がよくないときは、運動場
うんどうじょう

では遊
あそ

べません。 

・ タブレット型
がた

PCは、原則
げんそく

、学習
がくしゅう

目的外
もくてきがい

では使
つか

いません。使
つか

う場合
ば あ い

は、担任
たんにん

の先生
せんせい

の許可
き ょ か

を取
と

りましょう。 

→ 『学習用
がくしゅうよう

タブレットの利用
り よ う

ルール』をよく読
よ

みましょう。 

あそ つち 

 

【低学年の運動場での遊び方の場所】 

自 じ 

由 ゆ
う 

体 た
い 

育 い
く 

館 か
ん 

うえ 



［トイレの使
つか

い方
かた

］【次
つぎ

に使
つか

う人
ひと

の気持
き も

ちを考
かんが

えて使
つか

いましょう】 

・ スリッパをはいて、中
なか

に入
はい

りましょう。 

・ 使
つか

ったスリッパは、そろえておきましょう。 

［特別
とくべつ

教 室
きょうしつ

の使
つか

い方
かた

］ 

普通
ふつう

教 室
きょうしつ

以外
いがい

の部屋
へ や

【きまりを守
まも

って正
ただ

しく使
つか

いましょう】 

・ 鍵
かぎ

を取
と

りに来
き

たときは、クラスの表示
ひょうじ

札
ふだ

を必ず
かなら  

かけましょう。 

・ 教材
きょうざい

や器具
き ぐ

など、特別
とくべつ

教室
きょうしつ

に置いて
お   

あるものを勝手
か っ て

にさわりません。 

・ 使った
つか    

道具
ど う ぐ

やいす、本
ほん

などは、必ず
かなら  

元
もと

の場所
ば し ょ

に戻
もど

しましょう。 

保健室
ほけんしつ

【調子
ちょうし

が悪
わる

かったり、けがをしてしまったりした人
ひと

の気持
き も

ちを 考
かんが

えましょう】 

・ 病気
びょうき

やけがなどで休んで
やす    

いる人
ひと

がいるので、大声
おおごえ

でしゃべったり、さわいだりしません。 

図書室
としょしつ

【本
ほん

を読
よ

んでいる人
ひと

の気持
き も

ちを考
かんが

えましょう】 

・ 大声
おおごえ

でしゃべったり、さわいだりしません 

・ 本
ほん

を大切
たいせつ

に扱い
あつか  

、貸し出し
か  だ  

のきまり（決められた
き     

日
ひ

に本
ほん

を返す
かえ  

など）を守
まも

りましょう。 

体育館
たいいくかん

【きまりを守
まも

って、安全
あんぜん

に使
つか

いましょう】 

・ 全校
ぜんこう

集会
しゅうかい

では、教室
きょうしつ

で体育館
たいいくかん

シューズにはきかえましょう。また、体育の授業でも、教室ではきかえて

移動しても良いこととします。（緑色
みどりいろ

のマットの上
うえ

を通り
とお  

、シューズの裏
うら

についた砂
すな

などをしっかり

落として
お    

入
はい

ります） 

・ 舞台
ぶ た い

やギャラリーに上がったり
あ     

、舞台
ぶ た い

の奥
おく

へ入ったり
はい      

しません。 

職員室
しょくいんしつ

【礼儀
れ い ぎ

正
ただ

しく、行動
こうどう

しましょう】 

・ 職員室
しょくいんしつ

に入る
はい  

ときは、後ろ
うし  

の入り口
い   ぐち

から入
はい

り、学年
がくねん

・クラス、名前
な ま え

を言
い

ってから入
はい

りましょう。 

・ お客
  きゃく

様
さま

に会ったら
あ     

、礼儀
れ い ぎ

正しく
ただ        

会釈
えしゃく

・あいさつをしましょう。 

・ 職員室
しょくいんしつ

と玄関
げんかん

の間
あいだ

の廊下
ろ う か

は、原則
げんそく

、通
とお

りません。先生
せんせい

の許可
き ょ か

があった時
とき

のみ、通
とお

るようにしましょう。 

〇 下校
げ こ う

【安全
あんぜん

に気
き

を付
つ

けて、すみやかに帰
かえ

りましょう】 

・ 通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って、下校
げ こ う

しましょう。 

・ 再登校
さいとうこう

は原則
げんそく

として禁止
き ん し

とします。 

〇 その他
た

【安全
あんぜん

に楽
たの

しく生活
せいかつ

しましょう。】 

・ 学区外
がっくがい

へ行く
い  

ときは、必ず
かなら  

家
いえ

の人
ひと

の許し
ゆる  

を得
え

てから、出
で

かけましょう。 

・ 遊び
あそ  

に出る
で  

ときは、行き先
い   さき

と帰る
かえ  

時刻
じ こ く

を家
いえ

の人
ひと

に伝
つた

えてから行
い

きましょう。 

・ 一輪車
いちりんしゃ

やローラーブレード、スケートボードなどの遊び
あそ  

は、道路
ど う ろ

や駐車場
ちゅうしゃじょう

では絶対
ぜったい

にしません。 

・ 不審
ふ し ん

な人
ひと

を見かけたり
み     

、声
こえ

をかけられたりしたら、大きな
おお      

声
こえ

を出
だ

したり、ごしん用
よう

ブザー（防犯
ぼうはん

ブザー） 

やホイッスルの音
おと

を出
だ

したりして周り
まわ   

の人
ひと

に助け
たす   

を求
もと

めましょう。また、「こども 110番
ばん

の家
いえ

」に入
はい

って助け
たす  

を求め
もと  

ましょう。 

 ・ お金
かね

の使
つか

い方
かた

に気
き

を付
つ

けましょう。（おごったり、おごられたりしません。） 


